
1 9 9 9年3 月 8 日 
八幡事業所fEiFa:x672-7595 
小倉事業所ltIFax571-223e    「さわや.0、」  第 2 6 号  発 行 者 通院角'護センター 

さ わ や か  、    
日
本
初の
脳死
臓
器
移
植

日
本
初の
脳死
臓
器
移
植

日
本
初の
脳死
臓
器
移
植

日
本
初の
脳死
臓
器
移
植

透;座
著に
は

報

マ
スコ、、、
の
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さ
わ
やか
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長
江
頭

準

2 
月
末か
ら3 
月上
旬に
目
本

た

基あ

り
まし
た
。 脳
死
に
ょ
藤

植
です
。 目本
初
と
い
う
こ
と
で

マ
ス
コミ
の取
材
基
勢は
凄
いも

の
が
あ
要
し
た
。

平
成
9年
1o
月
16
目
に器

要

推
行さ
れ
、
整
の
噴
だ

け
第
支
の死
と
認
め
る
も
の

で
す
。 
一年
半
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
意
思
表
示
カ
ード
の普
及
が
. 

徹
底
せ
ず
、
ま
た
、
記
入
に
問
題

れ
、
生着
しま
し
た
。

、能
病
の自著
さ
ん
は
人
工
心

臓
を
装
着
さ
れ
、
あ
と
二
、
三
日

の
命
で
し
た
。
ド
ラ
マチ
ック
に

豪

で
重
明が
救
わ
れ
ま
し
た

一人
の脳発
か
らの報

で
、
六
人
の
命
が
救
わ
れ
る
の
で

す
。
異
論
は
あ
る
に
し
てJ
す

ご
い
こ
と
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん

私
た
ち
自素

咸書

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
,ド
ナ
ー
の方

と
そ
の
家
族
。親
族
の
方
が
、
生

き
る
か
死
ぬ
か
の
塑
最
の時
に

マ
ス
コミ
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

は
ぎ
取
ら
れ
な
が
ら
、
な
お
、
脳

死
か
ら
の獲

表
意
され

た
こ
と
で
す
。
一亜が
下
が
る
思
い

です
。
同
時
に
、
移
植
に
た
ず
さ
わ
ら

れた、馬
義

コーデ

ィ、不ータ
ー、
パ
トカ
ー、救
急

車
、
へリ
コプ
タ
ーなど
の動
務

員
、
等
々
多
く
の関
係
者
に
息
a

謝
せ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
沢

山
の人
々
の
善
意
が
、
移
植
を
成

功
さ
せ
た
の
で
す
。 

日gに

J
〇
 

ド
ナ1 
とそ
の
家
族へ
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の集
器

院
に対
す
る

基
公
開
の徹
底
の
問
題
で
す
。

個
人
が
特
定
でき
る
ま
で
の
ド

ナ
ー (提
供
者
) や
レ
シ
ピ
エ
ン

ト
 (提
供
を
受
け
支
) 
へ
の執

拗
な
マ
ス
コ
ミ
の報
道
は
、
自
粛

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
でし
ょ

う
。 あ
れ
ほ
ど
票
れ
れ
ば
、
普

通
の
ド
ナ
ー
は
、
提
供
を
拒
否
す

る
で
し
ょ
,つ。

また、病票
f基
要
,A開

にし
て、
室
生で整
基
が行

こ
な
わ
れ
れ
ば
、
世
論
か
ら
疑
惑

を招W
整
察
の停舞
に繋

が
a
ね
ま
せ
ん
。

プ
ラ
ィ
バ
シ
ー
の
義

公
開
と
い
う
、
相
反
す
る
も
の
を

がぁ
り、
例表

考:み

ませ
ん'で
し
た0 
陰では

理

い
ま
し
た
。

私
た
ち
移
植
を
希
望
し
て
い
る

毒著に
とつ
て
は、
,ム-

面の

月第
f 

接iil
者

ま空:
｠"理i'i
な
.望
し
た0 

言に

い.って
報
と
言
え
ま
す
。

こ
の40歳
代
の女
性
一人
の身

家
j:1

個、

肺一、城
能
、腎臓
二

一個、
角
膜
二
っが摘
出

さ
れ
まし
た0 
残
念'基
がら
肺は

要
お
ま
ー
ん
でし
た
か
、
あ

の
六
個
の理
は
、
移
植
を
待

て
い
至
ハ人
の人
'々
に
整
さ

「さわやか」の.
ポランティア一年生
一層の広がりを

福岡統適n 州統書脹竹内 隆夫

基
10
年
4只
送
理
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
正
式
に
登
録
し
た

「さ
わ
や
か
」
の副
会
長
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の経
験
を
し
た
方

が
よ
い
と
認
し
た
か
ら
です
。 

rさ
ゎ
ゃ
か
」
の
活
は
李

年
秋
よ
与
す
め
、
平
成
8
年
9
 

月
にーn堅-A變
商、
10月1日から

送
迎
サ
ービ
スを
開
始
、
当
初
の

一ヵ月は3o回
の器
議
める

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、
申
込
み
が
m完罰
し
、

月
に
百
五
十
回
を
準
ぇ
る
送
迎
に

な
り
、ボ
ラ
ンテ
ィアさ
んも
60

要
準
ぇて差
した。 

が
煩
雑
に
な
り
、
対
応
が
大
変
に

な
った
の
で
、
直
ち
に
役
員
会
を

開
い
て
、
八
管
空
の
二
ヵ
所

に容
、
も
っと
サ
ービ
スが行

ぇ
る
ょぅ
一話

に車
し
入れ

ま
し
た
。
益

一病
院
の要

にょ

り
事
務
室
が
借
用
で
き
る
よ
う
に

なり差
,o年,月ょ号

ぃ

基
要
会
に聽
き
れ二ヵ

所で一ヵ月三高
-
回る実

績
を
あ
げ
る
ま
で
に
発
展
し
た
。

こ
こ
で、
私
も
加
わ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
従
享
る
こ
基

決
意
し
ま
し
た
。
ま
ず
コ
ー
デ
ィ

差けでli
基
ネ
タ
1 

｠"ん
か

毒
ど
の
よ
う
に
統
一し
て
い・'く
か
、

今
後
に
課
題
を
残
し
ま
し
た
。

そ
のg
医警
の要
ーど

解
系
必
要
なも
の
が
残
り
ま
し

た
。でー
日本
初
の第
か
ら
の
. 

臓
器
移
植
は
全
国
民
に
大
き
な
衝

撃
を
与
ぇた
こと
は
否
定
出
来
な

い
事
実
で
は
な
い
で
し
ょう
か
。 
一

程

や
「さ
わ
や
か
」
で
は
' 

意
思
表
示
カ
ード
の
普
及
を
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
自看

ら
と

家
族
が
意
量
示
カ
ード
を
持
っ

こ
と
を
決
定
し
運
動
し
.て
い
ま
す

意
思
表
示
カ
ー
ド
は
、
提
供
を

し
な
い
こ
と
全
書
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の基
で、
興
味
の
あ

-

-

、

「

さ

わ

や

か

」

ま

で

御

連
絡
い套
け
れ
ば
幸
甚
です
。 

の依
警

e簽
り
Aさ
ん
か
ら

五
百
円
と
今
目
の
基

一回
三
百

円
を
,警

て
下
さ
い
と
、
二
枚

の
要

渡
さ
れ
る
。
終
了
時

に
い
た
だ
い
て
、
月
末
に
ま
と
め
. 

て
「さ
わ
や
か
」
に
交
す
る
。
. 

・｠
"一回
三
百
円
の請
業

ら
、

百
五
十
円
が
ガ
ソ
リ
ン
代
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。 貯
金
相に
八
ヵ

月
入
れ
、
12月
に開移
ると
51回

・
七ーハ百十円、早、接
丙

連
に
容
す
る
こ
と
に
し
た
。

私
の
思
った
こ
と
は
、 A
さ
ん

(リ
ュウ
マチ
・語著
) は
門
司
か

'ら
九
州
、f要
病
院
ま
で
は
往
復
夕

ク
シ
ー
に
乗
れ
ば
七
千
円
か
か
り

ま
す
と
、
言
っ
てお
ら
れ
ま
し
た

、運
院一一答書
の
こと
は
難病
患

者
に
と
って
は
重
素
こ
と
です

腎
臓
病
で人
工
、持
を
、週
三
回
' 

通
院す
ると
今
の短
タ
ク
シ
ー 

の枚
数
で
は
と
ても
じ
ゃな
い
が
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て
息
心謝
さ
れ
て
いま
し
た
。

ま
だ
北
九
州
で
は
難
病
自著
( 

感

空暑
).・の利
用
が
少
な
い

の
でも
っと
広
が
って
ゆ
け
ば
と

願
って
います
。今
後
は、
ホ
ー 

ム
へ
ル
プ
事
業
に
広
げ
て
行
き
た

いと
勉
強
中
です
。

「さ
わ
や
か
」
の
よ
り
一層
の
広

た
2 ,  

f
わ
やi1、
に
と

がa
願
て
' .〇 


